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（移動例会） 

第４６回英語弁論大会（青少年奉仕・国際奉仕委員会事業=置賜生涯学習プラザ開催）の傾聴により、 

「きらく」にて例会開催する。 

   

                                 

■会長の時間（挨拶・報告）： 大道寺信副会長 

 

本日は、移動例会となっていますので、先ほど英語弁論大会を

傾聴して頂きました。会長は、最後まで出席することになってい

ますので、例会のあいさつは私が代わって申し上げます。弁論大

会への参加は、初めての方、久しぶりの方等おられると思います

が、大変ご苦労様でした。ローターリークラブ杯として開催して

長い期間が経っているところですが、青少年育成事業としての活

動は一定の評価ができるものと思いますが、今後は学校側の要望

もあり、どのようにしていくのか話し合いをしていくこととなっ

ています。さて、日本は観光立国を目指すとして、海外からの観

光客の誘客に力を入れています。今年は、東京オリンピック、パ

ラリンピックが開催されますので、多くの観光客が見込まれます

が、これに対しての様々な対応策が検討されています。その一つ

が言語に対する対応であると思います。すでにグローバルへの対

応には、英語を中心とする言語教育の充実などが言われてきまし

た。そのため、小学校からの英語教育の必要性が叫ばれ、今年からは小学 1年生から授業に取り入れるこ

とになっているようです。長井市は以前から取り組んでいることはご承知の通りです。振り返ってみると私

たちの世代では、中学校から英語教育が行われましたが、その必要性は現在のように重要視はされていなか

ったと思いますし、会話より文法等が重視されていたと思います。今考えればもっと勉強していればよかっ

たなあ、と思います。これは蛇足ですが、現在の観光客への対応は英語ばかりではなく、多様は言語への対

応も求められています。そこで、注目されているのが、翻訳機であるようです。以前からすると各段精度が

上がっているようで、今後はＡＩ（人工知能）の進展により一層充実するものとみられています。だからと

言って英語等の教育はいらないというわけではなく、必要なものと思います。いずれにしろ、今後とも弁論

大会への支援、協力は必要ではないでしょうか。合わせて、翻訳機だけではないのですが、ＡＩが今後どの

ように進んでいくのかも興味のあるところです。以上であいさつと致します。 
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■幹事報告： 小笠原信吾副幹事 

 

１．第 29回ローターアクト年次大会本登録（ご案内） 

令和 2年 3月 14日 丹泉H（南陽市赤湯） 

２．2020世話クラブ・サブ世話クラブ募集の知らせ 

   14名の米山奨学生に対する世話クラブ・サブ世話クラブの募集 

応募締め切り 令和 2年２月２５日（火） 

３．公益社団法人長井青年会議所より賀詞交歓会礼状 

４．国際ソロプチミスト長井よりパーティのご案内 

   和インと音楽の夕べ  令和 2年 3月 4日（水） タスＨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（英語弁論大会） 

                 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

■長井ロータリークラブ会長挨拶：  

皆さん、おはようございます。 

本日は長井ロータリークラブ杯英語弁論

大会がこのように盛大に開催されます事、

誠に喜ばしく思います。長井ロータリーク

ラブを代表しまして、ご挨拶を述べさせて

頂きます。 

この大会は今回で４６回目を迎えられる

という事でございます。このように長くこ

の大会が行われて参りましたのも主催者

であります、山形県英語教育研究会西置賜支部の皆様方のご尽力によるものと深く感謝申し上げます。この大会

は学校での英語教育の充実と発展を目的としたものであると理解をしておりますが、発表されます生徒の皆さん

にとっては、今までの練習の成果を発揮される貴重な場であると思います。練習の成果を存分に発揮されますと

共に、英語を話すという本来の意味、相手に言葉を伝える、コミュニケーションを取る為の手段であるという事

も考えて貰えたら幸いです。これからの時代、情報通信機器の発達により世界中の人達との交流が益々さかんに



なっていくと思います。世界中で話せる人が多い言語の一つに英語が挙げられますが、英語の習得によって皆さ

んの今後の進む道の選択肢が良い意味で増える事を期待しつつお集まりの皆さんのご多幸を祈念して挨拶にか

えさせて頂きます。皆さん、頑張って下さい。     

                     令和２年１月２８日長井ロータリークラブ会長、大山友規憲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

    

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

表情豊かに

発表する 

生徒たち 

 

参加者 

（ 中 学 生

15 名・高

校生 5名） 



 

成績 

  

中学校 暗唱 

 

1 位 Koseki Kaho     長井南中学校 

2 位 Katsumi Kaoru    飯豊中学校 

3 位 Takeda Shosei     長井南中学校 

4 位 Ito Rino        飯豊中学校 

5 位 Saito Nanami     長井南中学校 

6 位 Watanabe Karin   長井北中学校 

 

高等学校 暗唱 

 

1 位 Uchida Yurara      長井高等学校 

2 位 Saito Trishiamea    荒砥高等学校 

3 位 Konno Seina        長井高等学校 
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